
○共通的な地域の取組【美浜区】

◎：重点取組項目　〇：重点取項目以外

主な取組内容 稲毛海岸 幸町２丁目 幸町一丁目 高洲・高浜 真砂 磯辺 幕張西 打瀬

A-1 福祉教育の推進

・福祉活動への理解と関心を深めるため、児童・生徒に対して福祉教
育・ボランティア学習の機会を提供する。
・社会福祉法人などと連携し、地域住民やこどもが地域福祉活動を体験
する場を提供する。

14 ボランティア人材の育成 〇 ◎

8 地域の保健と医療との連携による心身の健康づくり ◎

13 支え合いの意識の醸成

14 ボランティア人材の育成 〇 ◎

15 ボランティア活動への参加促進 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎

A-3
高齢者や障害者の社会
参加

・誰もが、地域社会でその人らしく充実した生活が送れるよう、地域に
活動の場を確保し、社会参加できる環境を整える。

6 地域住民参加型の支え合いの体制の構築 ◎

1 顔の見えるご近所づきあいの構築 ◎ ◎ ◎ 〇

5 町内自治会・集合住宅の集会所などの地域資源を活用した交流の場づくり ◎ ◎ ◎

6 地域住民参加型の支え合いの体制の構築 ◎

7 地域での助け合い活動の推進 ◎ ◎

3 ”みんなで”支え合う「あんしん支え合いネット」の構築 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

6 地域住民参加型の支え合いの体制の構築 ◎

7 地域での助け合い活動の推進 ◎ ◎

1 顔の見えるご近所づきあいの構築 ◎ ◎ ◎ 〇

3 ”みんなで”支え合う「あんしん支え合いネット」の構築 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

11 身近な相談機関・相談者の情報共有

13 支え合いの意識の醸成

C-1 健康づくり
・介護予防や転倒防止運動の実施のほか、フレイル予防などに関する講
習会などを開催する。

9 健康づくりイベント等への参加促進 ◎

2 地域福祉を推進する団体等の交流やネットワークづくり ◎ ◎

8 地域の保健と医療との連携による心身の健康づくり ◎

9 健康づくりイベント等への参加促進 ◎

1 顔の見えるご近所づきあいの構築 ◎ ◎ ◎ 〇

5 町内自治会・集合住宅の集会所などの地域資源を活用した交流の場づくり ◎ ◎ ◎

6 地域住民参加型の支え合いの体制の構築 ◎

10 誰もが身近に得ることができ、分かりやすい情報の発信 ◎ ◎

12 オンラインや訪問相談等の活用による新しい情報伝達の仕組みづくり ◎ ◎

15 ボランティア活動への参加促進 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎

3 ”みんなで”支え合う「あんしん支え合いネット」の構築 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

4 防犯・防災対策を通じた地域づくり 〇 ◎ ◎

10 誰もが身近に得ることができ、分かりやすい情報の発信 ◎ ◎

3 ”みんなで”支え合う「あんしん支え合いネット」の構築 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

4 防犯・防災対策を通じた地域づくり 〇 ◎ ◎

D
地域の安全・安心に
関すること

D-1 防犯・安全対策

・防犯パトロールの実施や防犯マップの作成・活用などにより、防犯対
策を進める。
・セーフティウォッチャー等の実施により、こどもの交通安全対策を進
める。

D-2 防災対策
・防災・避難訓練や防災講座などの開催により、防災対策を進める。
・災害時に支援が必要な方を地域でサポートできるよう、体制づくりを
行う。

C
地域活動の活性化に
関すること

C-2
地域の機関・団体等と
の連携

・地域活動を一層推進するため、地域の機関や団体との連携を図る。
・地域団体との連携を通じ、活動場所の確保に努める。

C-3
地域での交流機会の創
出

多世代が集まる機会を創出するため、祭りやイベントなどを実施する。

C-4
地域活動情報の収集・
発信

地域住民の地域福祉活動に対する理解や関心を深めるため、地域活動情
報の収集と発信の仕組みづくりを推進する。

支え合い活動の体制づ
くり

・日常生活のちょっとした困りごと地域住民同士で行う、支え合い活動
の体制づくりを進める。

B-3 地域での見守り体制

分類 取組項目

・サロンや日常的な声かけなどによる安否確認を行うなど、見守り活動
の体制づくりを進める。
・身近な相談体制の構築や相談窓口の情報提供を行う。
・地域の顔の見える関係を構築するため、あいさつ・声掛け運動を行
う。

B
地域での支え合い・
助け合いに関するこ
と

B-1 居場所・仲間づくり

・いきいきサロン、散歩クラブ、子育てサロンなど居場所や仲間づくり
の場を提供する。
・要支援者（認知症高齢者・要介護者・障害者など）やその家族が集え
る場を提供する。

B-2

関連する「第５期美浜区地域福祉計画」の取組内容

A
地域活動の担い手に
関すること

A-2
ボランティア活動の推
進

・地域を支えるボランティア等の担い手づくりを進めるとともに、気軽
にボランティア活動に参加できる仕組みをつくる。
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